
令和７年度 江戸川区立下鎌田小学校 人権教育年間指導計画（第１学年） 

 

 

 

 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

学級経営             

各教科     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

道徳             

年間指導計画作成のための留意点（東京都教育委員会発行「『人権教育プログラム（学校教育編）』人権教育の年間指導計画（例）」を必ず参照の上作成すること） 

○ 教科等の目標や内容を踏まえ、その単元や題材全体に関わる人権教育の視点を明確にした上で、指導計画に位置付ける。 

○ 普遍的な視点からの取組と個別的な視点からの取組を指導計画に位置付ける。 

○ 各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等における内容について、個別的な視点からの取組を中心に関連を明確にする。 

○ 児童・生徒が主体的に学習活動に参加し、協力し合って学習に取組めるよう、協力的、参加的、体験的な学習を位置づける。 

初めての出会いの中で互いに自己紹介をし

あい児童相互の関わりを深めていく。 
友だち同士のよいところをお互いに紹介しあう指導 

他の人の大切さを認めることを中

心にした指導（いじめに関して） 

 

どきどきわくわく１

ねんせい（生活科） 

ねんどとなかよ

し（図画工作） 

みずあそび 

（体育） 

たねをまこう（はなをさかせよう）（生活科） 

ふゆをたのしもう「むか

しあそびをしよう」 

（生活科） 

「手紙を書こう」 

（国語科） 

こんなもの 

みつけたよ（国語） 

わけをはなそ

う（国語） 

みんなにしら

せよう（国語） 

がっこうだいすき（生活科） 

 

「もうすぐ 2 年生」 

（生活科） 

 

「がっこうだいすき」

（より良い学校生活） 

「あいさつのこと

ば」（礼儀） 

「ハッピーチェンジ」

（個性の伸長） 

「くまさんのおちゃかい」

（正直・誠実） 

「すてきなきょうし

つ」（集団生活の充実） 

「くりのみ」 

（親切、思いやり） 

「もうすぐ 2 年生」 

（図画工作） 

 

ハムスターの赤ちゃん 

（生命の尊重）



総合的な

学習の時

間 

            

特別活動      

 

 

 

  

 

 

 

 

 

     

その他     

 

 

 

        

「  」＝個別的な視点からの取組（「 」内は人権課題）    ＝関連的な指導      ＝「生命尊重」の精神の育成を重点とした指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 文

書

の

引

用

文

や

注

目

す

べ

き

箇

所

の

要

約

を

「１年生を迎える会」上級生の気持ちを汲み取り、学校の一員としての自覚を深める。 あいさつうんどう・ポスター作り 

朝のスピーチ 「きょうだい班活動」きょうだい班遊び 上級生との交流を通して目上の人に対する接し方や学校や地域を愛する心を育てる。 

｢係活動｣クラスを善くするために自分で出来ることを真剣に取り組む。 ｢ﾕﾆｾﾌ募金｣世界の子どもについて関心をもつ。「子ども」 

道徳地区

公開講座 

家 庭 訪

問 

挨拶週間 挨拶週間 

ユニセフ募金 校 内 清

掃活動 

６年生を

送る会に

向けて 

学級活動：いじ

めアンケート

「子供」 

「６年生を送る会」お世話になった６年生に感謝の気持ちを表すことで他者への思いやりの心を育てる。 



令和７年度 江戸川区立下鎌田小学校 人権教育年間指導計画（第２学年） 

 

 

 

 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

学級経営             

各教科 「２年生にな

ってやってみ

たいこと」を

紹介しあう。 

（国語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会の

表現活動

「１年生

と仲良く

踊ろう」

（体育） 

          

道徳             

特別活動             

「実りの秋を楽しもう」

（生活） 

（算数） 

かけ算九

九を知り

学びあお

う。 

（算数）

九九が唱

えられる

ようにな

った喜び

を知る。 

おもちゃ大会

を開こう 

（国語） 

１年生に作

り方を教え

よう（国語・

生活） 

公徳心・動植物愛護・自然愛

護（生活科見学に向けて）明

朗・努力 

友達との関わり方 

年間指導計画作成のための留意点（東京都教育委員会発行「『人権教育プログラム（学校教育編）』人権教育の年間指導計画（例）」を必ず参照の上作成すること） 

○ 教科等の目標や内容を踏まえ、その単元や題材全体に関わる人権教育の視点を明確にした上で、指導計画に位置付ける。 

○ 普遍的な視点からの取組と個別的な視点からの取組を指導計画に位置付ける。 

○ 各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等における内容について、個別的な視点からの取組を中心に関連を明確にする。 

○ 児童・生徒が主体的に学習活動に参加し、協力し合って学習に取組めるよう、協力的、参加的、体験的な学習を位置づける。 

学級の子どもたちのよいところを紹介し、教室に掲示

する・子供同士のコミュニケーション能力を育てる。 

友だち同士のよいところをお互いに紹介しあい認め合う。

（いじめに関して）親とのコミュニケーションを深める。 

生き物仲良し大作

戦（生活） 

一人ひとりの個性を認め励ましあい高め

あい、自分らしさを大切にさせる。 

生命の

尊さ 

「あしたへジャンプ」 

大きくなった自分を発表

しよう。（生活） 

 

水遊び（体育） 

一人一人

が保護者

へ取材す

る（生活） 

２年生で

できるよ

うになっ

たことを

伝えよう 

（国語） 

思いやり・

公徳心 

自立・挨拶・

家族愛 安全な生活 

規則・友情

信頼・協力 

家族愛 

感謝 

誠実 

郷土愛 

勤労 

１年生を迎える会

プレゼントと挨拶 

ことばの

オアシス 

クラスで困っているこ

とはないか話し合う 

自分の思いを

相手に伝える 

冬の遊び

を体験 

６年生に感謝の気持ちを

表そう 



その他   

 

 

 

 

          

「  」＝個別的な視点からの取組（「 」内は人権課題）    ＝関連的な指導      ＝「生命尊重」の精神の育成を重点とした指導
[ 文

書

の

引

用

文

や

注

目

す

べ

き

箇

所

の

要

約

を

入

力

し

て

く

だ

さ

い。

挨拶週間 

学級活動：いじめ 

アンケート 

「子供」 

挨拶週間 

６年生を

送る会 

きょうだい

班顔合わせ 

個人面談

での連携 

道徳地区

公開講座 

ユニセフ

募金 



令和７年度 江戸川区立下鎌田小学校 人権教育年間指導計画（第３学年） 

 

 

 

 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

学級経営             

各教科   

 

 

 

 

 

 

 

 

          

道徳  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

        

年間指導計画作成のための留意点（東京都教育委員会発行「『人権教育プログラム（学校教育編）』人権教育の年間指導計画（例）」を必ず参照の上作成すること） 

○ 教科等の目標や内容を踏まえ、その単元や題材全体に関わる人権教育の視点を明確にした上で、指導計画に位置付ける。 

○ 普遍的な視点からの取組と個別的な視点からの取組を指導計画に位置付ける。 

○ 各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等における内容について、個別的な視点からの取組を中心に関連を明確にする。 

○ 児童・生徒が主体的に学習活動に参加し、協力し合って学習に取組めるよう、協力的、参加的、体験的な学習を位置づける。 

自分の大切さを認めることを中心とした指導 

 児童相互の関係を把握する。 

他の人の大切さを認めることを中心とした指導 

 

互いの大切さを認めることを中心にした指導 

 

国語「よく聞

い て 自 己 紹

介」自分の身

近なことを工

夫して、スピ

ーチする。 

理科「チョウを育てよう」「こん虫をしらべよう」身

近な昆虫の成長の決まりや体のつくりを調べ、生命尊

重の心を持つ。 

社会「くらしのうつりかわり」昔の生活や地域の年中行

事を知ることを通して高齢者に対して、尊敬の気持ち

を持つ。 

礼儀：誰に対

しても真心を

持って接しよ

うとする態度

を育てる。 

礼儀：感謝の

気持ちを真心

で表すように

努める態度を

育てる。 

 

信頼・友情：

友だちと互いに

理解し、信頼し、

助け合おうとす

る心情を養う。 

理科「植物の育ち方」オク

ラやホウセンカの成長の過

程や体のつくりを調べ、生

命尊重の心を持つ。 

尊敬・感謝：高

齢者の方に、尊敬

と感謝の気持ち

をもって接しよ

うとする態度を

育てる。 

 

思いやり・

親切：誰に対

しても親切に

しようとする

態 度 を 育 て

る。 

 

 

国語「ちいちゃんのかげおくり」思

いやりの気持ちを読み取る。 

正直・誠実・明朗：

誠実な心を持ち、明るい

生活をしようとする態度

を養う。 

 

思いやり・親切：真

に相手のことを思いや

り、親切にしようとする

ことの困難さを知る。 

生命尊重 

：命を大切

にしようと

する心情を

育てる。 

外国語活動 年間を通して 外国の文化に親しむ。 

 

総合的な学習の時間 

「マイツリーについて調べよう」 



 

総合的な

学習の時

間 

            

特別活動   

 

 

 

 

          

その他       

 

 

 

      

「  」＝個別的な視点からの取組（「 」内は人権課題）    ＝関連的な指導      ＝「生命尊重」の精神の育成を重点とした指
[ 文

書

の

引

用

文

や

注

目

す

べ

き

箇

所

の

要

家 庭 訪

問 

挨拶週間 

カイコのひみつを調べよう 

挨拶週間 

道徳地区

公開講座 

ユニセフ募金 ６年生 を

送る会 に

向けて 

学 級 活

動：３年

生になっ

て 

学級活動：挨

拶週間・標語

作成 

学級活動：い

じめアンケ

ート「子供」 

学級活動：交

友関係の見

直し 

学級活動：挨拶週間

ポスター作成 

学級活動：みんなで仲良

く遊ぶためには、どのよ

うな遊びをすればいい

のかを話し合う。 

学級活動：

４年生の

準備をし

よう 

校内清掃

活動 

マイツリーについて調べよう 



令和７年度 江戸川区立下鎌田小学校 人権教育年間指導計画（第４学年） 

 

 

 

 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

学級経営             

各教科 
      

 

      

道徳 
            

総合的な

学習の時

間 

            

特別活動 
   

 

        

 

 

その他 
            

「  」＝個別的な視点からの取組（「 」内は人権課題）    ＝関連的な指導      ＝「生命尊重」の精神の育成を重点とした指導 

 

外国語活動 年間を通して 外国の文化に親しむ。 

 

[ 文

書

の

引

年間指導計画作成のための留意点（東京都教育委員会発行「『人権教育プログラム（学校教育編）』人権教育の年間指導計画（例）」を必ず参照の上作成すること） 

○ 教科等の目標や内容を踏まえ、その単元や題材全体に関わる人権教育の視点を明確にした上で、指導計画に位置付ける。 

○ 普遍的な視点からの取組と個別的な視点からの取組を指導計画に位置付ける。 

○ 各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等における内容について、個別的な視点からの取組を中心に関連を明確にする。 

○ 児童・生徒が主体的に学習活動に参加し、協力し合って学習に取組めるよう、協力的、参加的、体験的な学習を位置づける。 

学年・学級目標に人権教育のねらいを位置づける 

 
〈 自分の大切さを認めることを中心とした指導 〉 

 
児童相互の関係を把握する 

 

教師が児童のよい行いを教室に掲示する 

〈 他の人の大切さを認めることを中心にした指導 〉 

 〈 互いの大切さを認めることを中心にした指導 〉 

 

児童相互で友達のよい行いを紹介し合い、教室に掲示する。 

 

きょうだい班活動 きょうだい班遊び・異学年との交流を通して思いやりの気持ちを養う。 

        地域を愛する心を育てる。 

国語「くらべて発見し

よう」「心のスケッチ」 

図工「絵の具と水のフ

ァンタジー」 

国語「ぞろぞろ」 

 

国語「集めたざ

いりょうでわ

かりやすく伝

えよう」 

社会「東京都の伝

統や文化、東京都

の発展に尽くし

た人々」 

国語「読書発

表 会 を し よ

う」 

 

保健「育ちゆく体

とわたし」 

思いやり・親切 

（いじめ対策） 

愛国心 

 

生命尊重 

 
信頼・友情 

（いじめ対策） 

信頼・友情 

（いじめ対策） 
礼儀 

 

尊敬・感謝 

 
生命尊重 

 

思いやり・親切 

学級活動「４年

生になって」 

 

相手をほめる言葉、

傷つける言葉 

 

ユニセフ募金 

 
6 年生を送る会 

みんなの未来のために～地球にやさしい生活～ ともにくらす街をめざして 

ネットモラル ネットモラル 

 

6 年生への感謝 

音楽「様子を音で

あらわそう」 

国語「終わりに

気を付けて話

し合おう」 

 

社会「調べてわかった

ことを発表しよう」 

災害から身を守ろう 



令和７年度 江戸川区立下鎌田学校 人権教育年間指導計画（第５学年） 

 

 

 

 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

学級経営             

各教科     

 

 

 

 

 

 

 

        

道徳    

 

 

 

 

         

総合的な

学習の時

間 

  

 

 

          

年間指導計画作成のための留意点（東京都教育委員会発行「『人権教育プログラム（学校教育編）』人権教育の年間指導計画（例）」を必ず参照の上作成すること） 

○ 教科等の目標や内容を踏まえ、その単元や題材全体に関わる人権教育の視点を明確にした上で、指導計画に位置付ける。 

○ 普遍的な視点からの取組と個別的な視点からの取組を指導計画に位置付ける。 

○ 各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等における内容について、個別的な視点からの取組を中心に関連を明確にする。 

○ 児童・生徒が主体的に学習活動に参加し、協力し合って学習に取組めるよう、協力的、参加的、体験的な学習を位置づける。 

学級の子どもたちのよいところを紹介

し、教室に掲示 

友だち同士のよいところをお互いに紹介し

友だち同士のよいところをお互いに紹介し

あう指導 

他の人の大切さを認めるこ

とを中心にした指導 

 

保健体育：けがの予

防（学校や地域社会

でのけがを防ごう） 

理科：生命のつな

がり（３）たんじょ

うのふしぎ・人の

たんじょう 

社会科：わたした

ちの生活と工業

生産 

（） 
社会科見学に

向けて 

社会科：情報と社

会「インターネッ

トによる人権侵

害」 

家庭科：環境を考え、

家庭生活をくふうしよ

う 

英語活動：年間を通し外国人と英語で簡単な日常会話を行う。 

礼儀：す

れちがい 

生 命 尊

重：命の

アサガオ 

規則：ふ

くらんだ

リュック

サック 

生命尊

重：飼

育 

「消えたマイケル」 

（公正・公平・正義） 

生命尊重：稲む

らの火で命を

救え「災害に伴

う人権侵害」 

国際理解と親善：ネパール

で学んだこと「外国人」 

米づくり・農家の人々の仕事の理解（総合） 



 

特別活動      

 

 

 

 

       

その他     

 

 

 

        

「  」＝個別的な視点からの取組（「 」内は人権課題）    ＝関連的な指導      ＝「生命尊重」の精神の育成を重点とした指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 文

書

の

引

用

文

や

注

目

す

べ

き

箇

所

の

要

約

を

入

道徳地区

公開講座 

家 庭 訪

問 

学級活動：

６年生の

準備をし

よう 

学級活動：良い

ところを真似

しよう 

１年生の

お世話を

しよう 

学級活動：挨拶

週間ポスター作

成 

学級活動：

交友関係

の見直し 

学級活動：い

じめアンケ

ート「子供」 

学級活動：挨

拶週間・標語

作成 

学 級 活

動：５年

生になっ

て 

挨拶週間 挨拶週間 

ユニセフ募金 

校 内 清

掃活動 

６年生を

送る会に

向けて 

ウィンタースクール 集団生活

を通して、助け合いや思いやり

をもち協力し合う。 

 



令和７年度 江戸川区立下鎌田学校 人権教育年間指導計画（第６学年） 

 

 

 

 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

学級経営 

 

 

 

 

            

各教科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

道徳 

 

 

 

            

年間指導計画作成のための留意点（東京都教育委員会発行「『人権教育プログラム（学校教育編）』人権教育の年間指導計画（例）」を必ず参照の上作成すること） 

○ 教科等の目標や内容を踏まえ、その単元や題材全体に関わる人権教育の視点を明確にした上で、指導計画に位置付ける。 

○ 普遍的な視点からの取組と個別的な視点からの取組を指導計画に位置付ける。 

○ 各教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等における内容について、個別的な視点からの取組を中心に関連を明確にする。 

○ 児童・生徒が主体的に学習活動に参加し、協力し合って学習に取組めるよう、協力的、参加的、体験的な学習を位置づける。 

最高学年としての自覚を持ち、様々な活動に責

任をもって取り組む。 

他の人の大切さを認めること、互いに思いや

り、助け合う 

ボランティアについて考え、体

験し、様々な場面で思いやりの

ある行動ができるようにする。 

外国語活動 年間を通して ALT と英語で簡単な日常会話を行う。 

社会「江戸幕府と政治の

安定」身分の始まりを知

る。「同和」 

保健「病気の予防」HIV感染について知る。 国語「ぼくの世界・きみの世界」相互交

流によって相互理解が深まることを理

解する。 

国語「君へ」 

いのちについて考えを深める。 

社会「明治の

国づくりを進め

た人々」同和問

題を理解する。 

「同和」 

社会「世界に歩み

だした日本」 

差別の解消を求め

る運動がおこったこ

とを理解する。 

「同和・女性差別・

アイヌの人々」 

社会「私たちのくらしと日

本国憲法」 

基本的人権の尊重を理

解する。 

いじめ発見・対応、いじめ防止

のプログラムを活用し、いじめ

に対する意識を高める。 

思いやり 

思いやりをもち、相手の立場に

立って考える心をもつ。 

 

公平・公正 

誰に対しても公正・公平

に接する心をもつ。 

公平・公正 

偏見や差別のない社会

を目指す。 

生命尊重 

：「受け継がれ

る命」 



総合的な

学習の時

間 

            

特別活動 

 

 

 

 

            

その他 

 

 

 

 

            

「  」＝個別的な視点からの取組（「 」内は人権課題）    ＝関連的な指導      ＝「生命尊重」の精神の育成を重点とした指導 

 
[ 文

書

の

引

用

文

や

注

目

す

べ

き

箇

所

の

要

約

を

総合的な学習の時間「私の生きる道」 

様々な職業があることを知り、体験を通してはたらあくことについて考える。職業への差別をもたないようにする。 

 

学級活動「学級の目標を立てよう」思い

やりをもち、助け合える学級作りを目指

す 

 

きょうだい班活動 きょうだい班遊び（月１回）異学年との交流を通して、上級生としての自覚と思いやりの気持ちを養う。 

仲良し急所  
あいさつ運動 あいさつ運動 あいさつ運動 

＜保護者会等＞各学期末１回 家庭との連携

を図り、児童一人一人の実態を把握する。 

「道徳授業公開」地

域と学校が一体と

なって道徳教育を

共に考える。 

＜個人面談＞情報交換を通

して保護者との共通理解を

深める。 

卒 業 式 に

向けて 

日光いどう教室 


